
【座間市のお知らせ】� №740 市の人口●128,958人�
世　帯　数●53,639世帯�
（平成17年６月１日現在）�

7.15
広報�

●「ざま生涯学習宅配便」新メニュー集刊行（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●市民意識調査の結果（4・5面）�
●ざまインフォメーション（6・7面）�
●秋田県大仙市と災害協定を締結（8面）�

古紙配合率100%再生�
紙を使用しています�

Trademark American Soybean Association�

大豆油インクを使用しています�

� 相武台コミュニティセンター�

鳩川児童館�

ひばりが丘南児童館�

相模が丘コミュニティセンター�

栗原児童館�

ひばりが丘コミュニティセンター�

座間児童館�

東原コミュニティセンター�

午前10時～11時�

午後３時～４時�

午前10時～11時�

午後３時～４時�

午前10時～11時�

午前10時～11時�

午後３時～４時�

午前10時～11時�

７月21日（木）�

７月22日（金）�

７月25日（月）�

７月26日（火）�

７月27日（水）�

と　き� と　こ　ろ� 時　間�

上　映　作　品�

ルールマンの交通安全�

夏
は
、
旅
行
や
帰
省
な
ど

で
車
を
運
転
す
る
機
会
が
増

え
る
季
節
で
す
。
長
距
離
の

運
転
は
、
緊
張
に
よ
る
疲
労

や
焦
り
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
適
度
な
休
憩
や
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の

児
童
・
生
徒
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
「
道
路
の
無
理

な
横
断
を
し
な
い
」「
交
差

点
で
の
往
来
の
確
認
」
な
ど
、

家
庭
で
も
基
本
的
な
交
通
ル

ー
ル
の
再
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
毎
年
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
運
動
」
を
実
施
し
、

下
記
の
重
点
項
目
を
中
心
に
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
夏
を
楽
し
く
安
全
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

担
当

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
安
全
対
策
課
内
）
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重　点　項　目
○過労運転・無謀運転の防止
○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車の交通事故防止
○飲酒運転の追放

市交通安全対策協議会では「高齢者の事
故防止」をテーマに交通安全標語を募集し
ます。多数の応募をお待ちしています。
○応募資格　市内在住・在勤・在学者
○応募方法　はがき1枚につき標語1点と
して、住所、氏名、年齢、電話番号を記
入の上、９月５日（月）までに〒228-
8566市役所安全対策課あて郵送（当日消
印有効）または持参（市内の小・中学生
は、それぞれ学校に提出）
※ひとり何点でも応募できます。

※入賞者には10月15日（土）開催の交通安
全推進大会で表彰します。
担当 市交通安全対策協議会

（安全対策課内）
�046（252）8158 �046（252）7773

高齢者の交通事故防止に
交通安全標語を募集

いよいよ夏本番！夏は、海や川そしてプール
など水に親しむ機会が多くなる季節です。しか
し、水辺での遊びは、楽しいことも多い半面、
毎年多くの水難事故が発生しています。その事
故の中には、一人一人が水に対しての危険意識
を持っていれば防げたものもあったはずです。
大切な家族がそして自分自身が水難事故に遭

わないように、または遭ってしまったときに慌
てることがないように、日ごろから次の10カ条
を心掛け、楽しく水遊びをしましょう。
担当 消防管理課

�046（256）2211 �046（256）2215

①泳ぐ前には必ず準備体操をする
②疲労時や飲酒時には絶対に泳がない
③水に対して油断や過信をしない
④子どもたちだけで海や川、湖などに行か
ない、行かせない

⑤危ないと感じたら、自分の子どもでなく
ても注意する

⑥立ち入り禁止など危険な場所を示す標識
には必ず従う

⑦警報やサイレンが鳴ったときは特に注意
する

⑧事故を目撃したときは、大声で周りに知
らせ助けを求める

⑨119番通報をするときは、現場の状況を出
来るだけ詳しく伝える

⑩万が一の場面に備えて、救命講習会など
に参加して、心肺蘇

そ

生
せい

法や応急処置の方
法を身に着けておく

市消防本部では、水の事故が多
い夏を迎え、素早く適切な救助活
動ができるように、水難救助用ゴ
ムボートなどを使った訓練をして
います。万が一に備えて万全の準
備をしていますが、出動する機会
がないように、水辺では安全を心
掛けましょう。

水辺の安全10カ条

水難事故が発生したときのために�

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

交
通
事
故
防
止
運
動�

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動�

７
月
21
日
〜
30
日 

昨年の訓練の様子
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公
共
下
水
道
は
、
河
川
の
水

質
改
善
や
水
環
境
の
保
全
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
公
共
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
て
い
る
地

域
で
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い

方
は
、
早
期
接
続
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
か
ら
三
年
以
内
に
、
接

続
の
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

す
る
方
を
対
象
に
、
無
利
子
の

融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

電話番号�

�046（252）1111�

�042（744）1231�

�046（251）5151�

�046（254）6111�

�046（256）1110�

�042（744）1331�

�046（255）1155�

�046（255）1241�

�046（251）0033�

�046（253）1733�

�046（274）7771�

�046（254）9111

  　 支　店�

座間支店�

相模台支店�

座間駅前支店�

座間支店�

ひばりが丘支店�

相模台支店�

座間支店�

相武台支店�

座間支店�

栗原支店�

南林間支店�

相武台支店�

　金融機関�

横浜銀行�

�

�

平塚信用金庫�

�

�

中央労働金庫�

城南信用金庫�

ＪＡさがみ�

�

八千代銀行�

※横浜銀行での融資手続きは、相模大野支店で実施します�

融
資
制
度
の
ご
利
用
に
は
、
融

資
を
受
け
る
金
融
機
関
の
支
店

の
口
座
が
必
要
で
す
。

な
お
、
新
築
お
よ
び
増
築
の

場
合
は
、
融
資
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
限
度
額
　
五
十
万
円

○
償
還
期
間
　
五
年
以
内

市
で
は
、
毎
年
七
月
か
ら
九

月
ま
で
の
期
間
に
、
検
定
期
間

（
八
年
間
）
使
用
さ
れ
た
水
道

メ
ー
タ
ー
を
新
し
い
メ
ー
タ
ー

に
交
換
し
て
い
ま
す
。
交
換
対

象
の
方
に
は
、
事
前
に
「
水
道

メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
交
換
作
業
に
は
市
で

委
託
し
た
業
者
が
受
託
者
証
を

携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
交
換
は
、
メ
ー
タ
ー
本
体
の

み
で
す

・
作
業
時
間
は
、
一
般
家
庭
用

メ
ー
タ
ー
の
場
合
で
十
五
分

程
度
で
す

・
メ
ー
タ
ー
設
置
場
所
付
近
は

交
換
作
業
の
支
障
に
な
ら
な

い
よ
う
、
植
木
鉢
な
ど
の
障

害
物
は
別
の
場
所
に
移
動
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い

・
交
換
作
業
は
無
料
で
す
が
、

メ
ー
タ
ー
以
外
の
破
損
部
分

（
バ
ル
ブ
、
水
道
管
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）
に
つ

い
て
の
修
理
代
は
、
所
有
者

の
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

※
立
ち
会
い
は
特
に
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
希
望
す
る
方
は
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当

水
道
業
務
課
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公共下水道工事�公共下水道工事�

貸付金制度の�
ご利用を！�水

道
メ
ー
タ
ー
を

水
道
メ
ー
タ
ー
を�

交
換
し
ま
す

交
換
し
ま
す�

水
道
メ
ー
タ
ー
を�

交
換
し
ま
す�

担
当

下
水
道
課
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ざま生涯学習宅配便は、市民の皆さんに学習の機会を提供し、学習活動を支援
するための講座です。市の職員が直接皆さんの所へ出向き、行政に関するさまざ
まな知識や取り組み内容などについてお話しします。福祉・健康・環境・産業・
防災・まちづくり・教育・自治といった市政全般にわたる分野から、59種類の講
座を用意しました。特に今回は、市の課題である基地との関わりや取り組み、航
空機騒音に対する現実と国・市の施策、身近な防犯対策を組み入れました。
メニュー集は、市役所１階市民情報コーナー、各出張所、各コミュニティセン

ター、市公民館、北・東地区文化センター、図書館、青少年センター、サニープ
レイス座間および担当で配布しています。多くの皆さんのご利用をお待ちしてい
ます。
担当 生涯学習推進課　�046（252）8472 �046（252）4311

市教育委員会では、身近な文化財の大切さを知っていただくた
めに、文化財巡りを開催します。
○と　き　７月30日（土）午前９時30分～午後２時（雨天中止）
○ところ　小池・白髪弁財天～栗原神社～市役所ふれあい広場
○集合場所　小田急線相武台前駅南口
○内　容　栗原・目久尻川流域の旧跡・文化財を訪ねる
○対　象　小学生～成人
○定　員　25人
○参加費　無料
○持ち物　昼食、敷物
○申込方法　７月29日（金）までに電話で担当へ
担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

市教育委員会では、市指定重要文化財として本市にゆかりのあ
る古刀の展示会を開催します。
○と　き　８月４日（木）～10日（水）午前９時30分～午後４時
30分（月曜日を除く）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）常設展示室
○内　容　市内に伝わる中世の古刀とその関連資料の展示
○入　場　無料
担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

�046（252）8490
○受付時間　午前９時30分～正午

午後１時～３時30分
次のようなことでお困りのときは、ご相談ください。

・訪問販売で契約したけれど、取りやめにしたい
・インターネットでうっかりクリックして登録になり、請求を受
けた

・身に覚えのない請求書や督促のはがきが届いた
そのほか、契約上の事で分からないことがありましたら、早め

にご相談ください。
担当 広聴相談課 �046（252）8218 �046（252）0220

市教育委員会では、郷土の食文化を知っていただこうと、実習や現地見学を交
えた講座（下表参照）を開催します。

○定　員　25人（先着順）
○対　象　どなたでも（小学校低学年生は保護者同伴で参加可）
○参加費　実習時ごとに500円（材料費）
○持ち物　筆記用具、エプロン（実習時）※８月14日は、ぬか床を入れる10リッ
トル程度の円筒のプラスチック製容器を持参

○申込方法　８月５日（金）までに、直接または電話かファクスで担当へ
担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

消費生活相談に直通電話ができました�

市役所発の生涯学習講座「ざま生涯学習宅配便」�
時の課題「基地・航空機騒音・防犯対策」講座を�
加えた新メニュー集刊行�

８月７日（日）�

�

８月14日（日）�

�

９月11日（日）�
�

11月13日（日）�
�

12月11日（日）�

12月18日（日）�
�

平成18年�

２月５日（日）�

２月26日（日）�

午前10時～正午�

�
午前９時～正午�

午後１時～３時�

�

午前９時～正午�
�

�

午前10時～正午�

�

午前９時～正午�

�

午後１時～３時�

午前９時～午後３時�

相模川と食（講座）�

ぬか床作りと�

うどん作り（実習）�

お盆の習俗（現地見学）�

重曹まんじゅうと�

豆腐料理（実習）�

あずき飯と�

大根なますなど（実習）�

皆原の年送り・年迎え（講座）�

豆きんとんと�

さつまきんとん（実習）�

おこと汁と赤飯など（実習）�

稲荷講の習俗（現地見学）�

巻寿司作り（実習）�

郷土料理と健康（講座）�

市公民館講座室�

�
市公民館実習室�

入谷地区�

�

市公民館実習室�
�

�

市公民館講座室�

�

市公民館実習室�

�

入谷地区�

市公民館実習室�

と　　き� 内　　容� ところ�



▽とき＝①８月８日（月）②10日（水）③17日（水）
④24日（水）午後１時30分～４時▽ところ＝①②③厚
木保健福祉事務所④サニープレイス座間（総合福祉セ
ンター）▽内容＝心の病気の治療や社会復帰などの相
談、認知症についての相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月２日、16日いずれも火
曜日午前９時30分～午後４時▽内
容＝病気のある方などの食事に関す
る相談▽申込方法＝電話予約
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保�予�保健医療課�

▽とき＝８月５日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月22日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手
帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝①７月29日（金）②８月３日（水）▽とこ
ろ＝①北地区文化センター②市民健康センター▽申込
方法＝①７月21日（木）②26日（火）までに電話予約

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝８月９日（火）午前10時～10時
45分、午前10時45分～11時30分▽とこ
ろ＝市役所１階保健医療課▽内容＝食事
療法や健康全般についての栄養士・保健
師による相談▽持ち物＝健康手帳（お持
ちでない方には当日発行）▽申込方法＝電話予約

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保発達相談

検診� 対　象� 受付時間� 受診料�

胃�

大腸�

1000円�

500円�

　　40歳以上�
（平成17年�
４月１日現在）�

男性：午前９時～９時15分�
女性：午前９時15分～11時�
※午前９時～11時�

※は、８月３日（水）市民健康センターの場合のみ�

と　き� ところ� 受付時間�

７月19日（火）�

７月21日（木）�

午前９時30分�
　～10時30分�

市民健康センター�

東地区文化センター�

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所�046（224）1111
専門医による精神保健相談および認知症相談

▽とき＝８月９日（火）午後１時30分～２時▽内容＝
簡単な歯肉チェックとブラッシング指導▽対象＝40歳
未満および妊婦の方▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月４日（木）午後１時30分～２時▽対象＝
心身障害者▽申込方法＝電話予約

▽とき＝毎週月曜日午後１時30分～３時（電話相談は
随時）▽申込方法＝電話予約

栄養専門相談

歯ぐき検診

障害児者のための歯科相談

エイズ無料検査

保育児相談

保胃・大腸がん検診

保健康相談 保個別健康相談

老人保健法の医療受給者証をお持ちの方（昭和
７年９月30日以前に生まれた方）と市の高齢者医
療費助成事業の高齢者医療証をお持ちの方の負担
割合を判定します。
この判定の結果、８月１日以降の医療費の負担

割合が１割から２割、または２割から１割に変更
となった方のみ、新しい受給者証・医療証を送付
します。今後、医療機関で受診する際には、必ず
新しい受給者証・医療証を窓口に提出してくださ
い。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

国民健康保険に加入する昭和７年10月１日から
昭和10年７月１日までに生まれた方（老人保健法
適用者は除く）に、医療費の負担割合を示した
「国民健康保険高齢受給者証」を送付（７月下旬
予定）します。
８月１日以降に医療機関で受診するときには、

今回送付する高齢受給者証と国民健康保険被保険
者証の両方を窓口に提出してください。なお、今
お持ちの高齢受給者証は、８月１日以降は使用で
きませんので、担当または各出張所に返却してく
ださい。
高齢受給者証をお持ちの皆さんが負担する医療

費の負担割合は、所得や世帯の状況などを考慮し
て毎年判定し直します。このことから今回送付す
る高齢受給者証に記載されている負担割合と、今
お持ちの高齢受給者証の負担割合が異なる場合が
あります。
不明な点などありましたら、担当にお問い合わ

せください。
担当 国保年金課

�046（252）7003 �046（252）7043

飼い犬は年に１回、４月１日から６月30日まで
に狂犬病予防注射の実施が義務付けられていま
す。まだ接種していない場合は、至急最寄りの動
物病院で接種の上、狂犬病予防注射済みの証明に
注射票交付手数料550円を添えて、担当で手続き
をしてください。
また、飼い犬が死亡したり、他人に譲渡したり

したときは、必ず担当までご連絡ください。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

食中毒が多発する季節を迎え、８月１日から７日
までの１週間、県下一斉に食中毒予防週間が実施さ
れます。また、厚木保健福祉事務所と厚木地区食品
衛生協会では、「食中毒予防キャンペーン」を開催
します。
食中毒を引き起こす病原性大腸菌などは、常にわ

たしたちの身の回りに潜み、
感染のすきをうかがっていま
す。予防法など正しい知識を
身に着け、日ごろから食中毒
に気を付けましょう。

○と　き　７月30日(土)午前９時30分～
11時30分

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体
育館）大体育室

○講　師　順天堂大学名誉教授　武井正子さん
○定　員　100人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用運動靴、筆記用具、飲み物
○申込方法　７月29日（金）までに直接または電話、ファクス、電子メ
ールで担当へ

※定員に満たない場合は、当日も受け付けます。
担当 健康づくり課　�046（252）7995 �046（255）3550
電子メール healthy@city.zama.kanagawa.jp

５月31日で申し込みを締
め切りましたが、その後も
問い合わせが多数あります
ので、基本健康診査のみ、
７月末まで申し込みを受け
付けることにしました。希
望する方は、早めにお申し
込みください。
担当 保健医療課

�046（252）7225
�046（252）7043

○と　き　８月１日（月）午後２時～
○ところ　サミット座間ひばりが丘店（ひばりが丘
４－11－１）

○内　容　食品衛生クイズ、健康相談コーナーなど
なお、家庭では特に次の点に注意して、食中毒を

防ぎましょう。
◇食品は十分に加熱する。
◇調理器具は消毒をして清潔にする。
◇調理や食事の前には手をよく洗う。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

老人保健法医療受給者証
または高齢者医療証をお持ちの方へ

国民健康保険の高齢受給者証をお持ちの方へ

狂犬病予防注射は 
お済みですか？ 
狂犬病予防注射は 
お済みですか？ 

身体に良い�
歩き方セミナー�
身体に良い�
歩き方セミナー�

基本健康診査の
申し込みを
忘れた方へ



い
で
「
電
気
や
水
道
水
の
無
駄

遣
い
を
し
な
い
」
が
五
七
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
（
複
数
回

答
）。

○
実
現
の
た
め
に
は
「
家
事
、

育
児
を
手
助
け
す
る
人
を
派

遣
す
る
制
度
の
創
設
」
を

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

「
同
感
す
る
」
が
一
二
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
、
「
同
感
し
な
い
」

が
四
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が

○
避
難
場
所
を
決
め
て
い
る
人

は
約
４
割

実
行
し
て
い
る
防
災
対
策
に

つ
い
て
は
「
近
く
の
学
校
や
公

園
な
ど
避
難
場
所
を
決
め
て
い

る
」
が
三
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
飲
料

水
や
食
料
を
準
備
し
て
い
る
」

が
三
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
国
内
外
の
生
活
・
文
化
の
紹

介
や
国
際
交
流
の
情
報
提
供
」

が
二
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
（
グ
ラ
フ
８
参
照
）。

た
（
グ
ラ
フ
７
参
照
。
複
数
回

答
）。一方

、
市
が
力
を
入
れ
る
べ

き
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
「
正

確
な
情
報
を
伝
達
す
る
体
制
づ

く
り
」
が
四
二
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
飲

料
水
、
食
料
な
ど
の
確
保
」
が

二
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

○
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
生
活
・
文

化
紹
介
、
情
報
提
供
を

国
際
交
流
を
進
め
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
「
国

際
交
流
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
」
が
二
九
・
二
パ
ー

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
市
で
は
、
皆
さ

ん
が
市
や
生
活
、
環
境
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
考
え
て
い

る
の
か
を
知
り
、
皆
さ
ん
が
本

当
に
望
み
、
求
め
て
い
る
市
政

が
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
回
の

調
査
結
果
を
分
析
し
、
今
後
の

施
策
展
開
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
市
民
意
識
調
査
の
詳

し
い
報
告
書
は
、
市
役
所
１
階

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
は「
病
気
や
緊
急
時
に
家
事
、

育
児
を
手
助
け
す
る
人
を
派
遣

す
る
制
度
の
創
設
」
が
三
三
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、

以
下
「
延
長
保
育
等
の
保
育
事

業
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
」
が

三
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、「
就

労
条
件
改
善
の
啓
発
」
が
二

五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た

（
複
数
回
答
）。

に
つ
い
て
は
「
趣
味
・
教
養
講

座
の
開
催
」
が
四
九
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
以
下

「
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
学
習
・
文
化
活
動

の
場
の
提
供
」
が
二
七
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
」
が
二
六
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
（
複
数
回
答
）。

○
「
航
空
機
騒
音
」
に
関
心
が

集
中

本
市
に
住
ん
で
い
て
気
に
な

る
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
「
航

空
機
騒
音
」
が
六
三
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
地
下
水
の
汚
染
」
が
一
〇
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
（
グ
ラ

フ
６
参
照
）。

○
実
行
し
て
い
る
の
は
「
ご
み

の
分
別
の
徹
底
」

環
境
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
「
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し

て
行
っ
て
い
る
」
が
六
九
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
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法
で
実
施
し
ま
し
た
。
有
効
回

収
数
は
千
四
百
五
十
七
、
回
収

率
は
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。

前
回
の
平
成
十
年
度
も
調
査

し
た
「
定
住
意
識
」「
生
活
環

境
」「
地
域
活
動
」「
環
境
問
題
」

な
ど
の
項
目
に
、
今
日
的
な
課

題
と
し
て
「
情
報
化
」「
男
女

共
同
参
画
」
な
ど
を
加
え
た
十

一
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
、
合

計
二
十
三
の
設
問
を
し
ま
し
た
。

○
半
数
以
上
が
今
後
も
市
内
に

住
み
続
け
た
い

本
市
へ
の
定
住
意
識
つ
い
て

は
「
住
み
続
け
た
い
」
が
四

九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、「
市
内

で
移
り
た
い
」
が
三
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
合
計
五
三
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
人
が
市
内
に
住
み

続
け
た
い
と
回
答
し
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
。
一
方
、

市
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
意
見
と
し
て
、
今
後
の

施
策
展
開
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

広
聴
相
談
課

�
０
４
６(
２
５
２)

８
１
４
６

�
０
４
６(
２
５
５)

３
５
５
０

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
的

確
に
把
握
し
、
今
後
の
市
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成

十
六
年
十
二
月
に
市
民
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
選
ん
だ
満
二
十
歳

以
上
の
男
女
三
千
人
を
対
象

に
、
調
査
用
紙
を
二
千
四
百
人

に
郵
送
配
布
、
六
百
人
に
訪
問

配
布
し
、
郵
送
で
回
収
す
る
方

「
市
外
へ
移
り
た
い
」
と
回
答

し
た
の
は
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。

住
み
続
け
た
い
理
由
は
「
自

分
の
家
や
土
地
が
あ
る
か
ら
」

が
五
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
最

も
多
く
、
以
下
「
住
み
慣
れ
て

愛
着
が
あ
る
か
ら
」
が
二
一
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、「
自
然
環
境

や
土
地
柄
が
よ
い
か
ら
」
が

八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

○
市
の
環
境
で
満
足
度
が
高
い

の
は
「
飲
み
水
」、
低
い
の

は
「
騒
音
・
大
気
汚
染
」

周
辺
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ

い
て
は
、
満
足
度
が
最
も
高
か

っ
た
の
が
「
飲
み
水
」
で
、
以

下
「
日
当
た
り
や
風
通
し
」

「
台
所
・
風
呂
な
ど
の
排
水
処

理
」の
順
で
し
た（
表
１
参
照
）。

一
方
、
満
足
度
が
最
も
低
か

っ
た
の
が
「
騒
音
・
大
気
汚
染

な
ど
」
で
、
以
下
「
道
路
の
整

備
状
況
」
「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
娯
楽
な
ど
の
施
設
」「
交

通
安
全
に
つ
い
て
」
の
順
で
し

た
。

○
「
気
軽
な
近
所
付
き
合
い
」

を
望
む
人
が
約
半
数

近
所
付
き
合
い
の
考
え
方
に

つ
い
て
は
「
世
間
話
を
す
る
程

度
の
気
軽
な
付
き
合
い
を
し
た

い
」
が
四
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
最
も
多
く
、
以
下
「
あ
い
さ

つ
程
度
」
が
二
六
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
、「
親
密
な
付
き
合
い
」
が

二
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

○
地
域
活
動
は
自
治
会
で
の
参

加
が
多
い

参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
に

つ
い
て
は
「
自
治
会
」
が
四

三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
趣
味
・
学
習
・

（％）�

グラフ１� 定住意識�

昭和58年調査�

昭和63年調査�

平成10年調査�

平成16年調査�

55.7 19.0 0.316.8

53.4 20.0 2.9

51.6 21.3 18.8 4.9

49.9 24.9 1.020.6

8.0

5.5 18.1

3.4

3.6

住み続けたい　　市内で移りたい　　市外へ移りたい　　わからない　　無回答�

伝
統
文
化
な
ど
の
団
体
活
動
」

が
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
の
活
動

は
す
べ
て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未

満
で
し
た
。

○
市
へ
の
意
見
・
要
望
は
「
直

接
市
役
所
に
連
絡
」
が
多
い

要
求
や
問
題
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
は
「
直

接
市
役
所
に
連
絡
」
が
三
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
自
治
会
を
通
し
て
」

が
一
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。
過
去

の
調
査
と
比
較
す
る
と
「
市
長

あ
て
に
手
紙
・
電
子
メ
ー
ル
を

出
す
」「
言
っ
て
も
無
駄
だ
と

思
う
」
な
ど
の
比
率
が
増
加
し

ま
し
た
。

○
市
の
情
報
は
タ
ウ
ン
紙
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
入
手

「
広
報
ざ
ま
」
以
外
か
ら
市

の
情
報
を
入
手
す
る
方
法
に
つ

い
て
は
「
新
聞
折
り
込
み
の
タ

グラフ６� 本市に住んでいて気になる環境問題�

（%）�

大気汚染（自動車の排気ガスなど）�
騒音、振動（工場・自動車など）�
気になる環境問題はない�

地下水の汚染�
航空機騒音�
無回答�

河川の汚染（相模川など市内の河川）�
その他�

6.9 10.8 6.7 63.3

3.5 1.9

4.9

2.6

グラフ７� 実行している防災対策�
0％�5％�10％�15％�20％�25％�30％�35％�40％�45％�

38.7
38.2

30.8
27.0

27.1
24.4

22.2

23.8

19.4
18.1

7.9
6.0

1.2
0.7

27.7

28.3

1.9
5.0

平成16年調査�

平成10年調査�

近くの学校や公園など�
避難場所を決めている�

飲料水や食料を�
準備している�

医療品や非常持ち出し袋�
を準備している�

地域の防災訓練に�
参加したり、隣近所との�
協力について�
話し合ったりしている�

特に何もしていない�

その他�

家具を固定している�

無回答�

消火器の設置や水の�
ため置きをしている�

グラフ２� 要求や問題を市政に反映させる方法�
0％� 5％� 10％� 15％� 20％� 25％� 30％� 35％�

平成16年調査�

平成10年調査�

自分で直接�
市役所に連絡する�

自治会を通して�
連絡する�

市長あてに手紙・�
メールを出す�

地元の有力者に�
頼む�

市議会に陳情する�

住民運動を通して�
伝える�

言っても無駄だと�
思う�

無回答�

その他�

32.8
31.0

18.3
23.5

7.5

5.5

5.5

5.3

3.8
3.4

3.0
2.9

0.8
2.1

24.3
21.9

3.9
4.4

グラフ３�「広報ざま」以外から市の情報を入手する方法�
0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％�

新聞折り込みの�
タウン紙�

インターネット�

テレビ�

ケーブルテレビ�

ファクスサービス�

市役所や各出張所�
などでのビデオ上映�

ラジオ�

ビデオテープ�
の貸し出し�

その他�

無回答�

録音テープによる�
電話サービス�

62.1
64.5

43.1
15.1

21.1

16.9

20.9

10.4

16.3
32.2

8.3
10.4

7.5
7.9

6.4
3.7

4.3
3.9

4.0
4.0

3.9
4.8

平成16年調査�

平成10年調査�

ウ
ン
紙
」
が
最
も
多
く
、
次
が

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
で
し
た
。

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
増
加
が
目

立
ち
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）。

○
市
に
求
め
る
情
報
化
施
策
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
活
用

市
が
重
点
的
に
行
う
べ
き
情

報
化
施
策
に
つ
い
て
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
活
用
し
、
必
要
な
情
報
を

市
民
が
得
や
す
い
環
境
を
整
え

る
」
が
三
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
市
役

所
の
情
報
化
を
進
め
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
や
仕
事
の
効
率
を
向
上

さ
せ
る
」
が
二
五
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
（
グ
ラ
フ
４
参
照
）。

グラフ８�市民の国際交流を進めるために必要なこと�

（％）�

国際姉妹都市を現在の米国スマーナ市以外に増やす�
国際交流のための施設（拠点）づくり�
国内外の生活・文化の紹介や国際交流の情報提供�
国際交流を進める必要はない�

国際交流に関する各種イベントの開催�
外国人のホームステイ（家庭滞在）の促進�
その他�
無回答　�

3.7 29.2 13.4 9.322.9 3.8 8.98.8

○
「
定
期
健
診
な
ど
に
よ
る
健

康
管
理
」
が
重
要

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
重
要

だ
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
は

「
定
期
健
診
な
ど
に
よ
る
健
康

管
理
」
が
六
四
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
最
も
多
く
、
以
下
「
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
の
体
力
づ
く
り
」
が
三

六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、「
生
活

習
慣
病
（
成
人
病
）
な
ど
を
予

防
す
る
食
生
活
」
が
三
六
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、「
過
労
防
止
の

た
め
の
適
切
な
休
養
」
が
一

九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た

（
グ
ラ
フ
５
参
照
。複
数
回
答
）。

過
去
の
調
査
と
比
較
す
る
と

「
過
労
防
止
の
た
め
の
適
切
な

休
養
」
の
比
率
が
大
き
く
減
少

し
、「
定
期
健
診
な
ど
に
よ
る

健
康
管
理
」
、
「
生
活
習
慣
病

（
成
人
病
）
な
ど
を
予
防
す
る

食
生
活
」
が
微
増
し
ま
し
た
。

○
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

が
大
切

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
に

つ
い
て
は
「
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
の
た
め
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
が
四
三
・
〇
パ

ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
以
下

「
年
金
の
充
実
」
が
三
四
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
、「
病
気
に
か
か

っ
た
と
き
の
た
め
の
医
療
対
策

の
充
実
」
が
二
六
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
（
複
数
回
答
）。

○
趣
味
・
教
養
講
座
の
開
催
を

自
由
時
間
（
余
暇
）
を
過
ご

す
た
め
に
必
要
な
施
策
・
施
設

市
民
意
識
調
査
と
は

調
査
結
果
の
内
容
は

調
査
結
果
は

市
政
に

反
映
し
ま
す
！

調
　
査
　
方
　
法

調
　
査
　
内
　
容

定
　
住
　
意
　
識

生
　
活
　
環
　
境

地
　
域
　
活
　
動

市
民
参
加
・
広
報
・

情
報
化

健

康

づ

く

り

高

齢

化

社

会

自
　
由
　
時
　
間

環
　
境
　
問
　
題

防
　
　
　
　
　
災

国
　
際
　
交
　
流

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を�

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！�
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を�

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！�
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を�

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
！�

表１� 周辺環境への満足度�
順　位� 今回調査� 平成10年調査�
１位�
２位�
３位�
１位�
２位�
３位�

満
足
度�

が
高
い�

満
足
度�

が
低
い�

・飲み水�
・日当たりや風通し�
・台所・風呂などの排水処理�
・騒音・大気汚染など�
・道路の整備状況�
・文化・スポーツ・娯楽などの施設�
・交通安全�

・飲み水�
・日当たりや風通し�
・日常の買物�
・騒音・大気汚染など�
・道路の整備状況�
・交通安全�

グラフ４� 情報化への対応�

（%）�

平成10年調査�

平成16年調査�

16.3 20.4 30.4 16.9

1.7

6.6 7.8

11.8 30.7 25.7 16.8

2.3

5.8 6.9

情報産業や研究機関を振興・誘致することで、働く場を確保するとともに情報化に強い人材を育てる�

インターネットやケーブルテレビなどを活用し、必要な情報を市民が得やすい環境を整える�

市役所の情報化を進め、行政サービスや仕事の効率を向上させる�

コンピュータの使い方などの市民向けの講座を開き、多くの市民が情報化に対応できるようにする�

その他�

特に情報化に対応する必要はない�

無回答�

グラフ５�健康づくりのために重要だと思うこと�
0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％�

64.6
57.7

36.4
37.3

31.9
36.0

19.9
32.2

15.2
17.1

1.5
1.7

2.5

1.9
2.0

平成16年調査�

平成10年調査�

定期健診などに�
よる健康管理�

スポーツ・レクリエーション�
などでの体力づくり�

生活習慣病（成人病）�
などを予防する食生活�

市の健康相談などで�
自分に合った健康や�
医療の情報・知識を得る�

特にない�

その他�

無回答�

過労防止のための適切な休養�

男
女
共
同
参
画
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市では、キャンプ座間への米陸軍
第一軍団司令部等の移転構想に対
し、基地の機能強化・恒久化につな
がるものであることから、絶対反対
であることを、今日まで市民の皆さ
んと一緒に訴え続けており、皆さん
の意思を踏まえ、今年の日米親善盆
踊り大会の共催を中止しました。
なお、同大会はキャンプ座間の主

催で次の通り開催されます。
○と　き　８月６日（土）午前11時
～午後９時30分
※荒天時は７日（日）に順延。
※基地内に車両（バイク・自転車含
む）の乗り入れはできません。また、
会場に駐車場および駐輪場はありま
せん。なお、周辺道路はすべて駐車
禁止ですので、ご来場の際には電車
やバスなどの公共交通機関をご利用
ください。
担当 渉外課
�046（252）8035 �046（252）0220

市および市統計調査員協議会で
は、小・中学生を対象に統計グラフ
コンクールを開催します。
もうすぐ夏休み。夏休みの自由研

究の一つとして、いろいろなことを
観察したり調べたりして、自分だけ
の統計グラフを作ってみませんか。
○対　象　市内在住の小・中学生
○募集内容　▽小学１年～４年生＝
観察結果をグラフにしたもの▽小
学５年～中学生＝観察結果または
統計資料をグラフにしたもの

○応募規定　Ｂ２判（72.8㎝×51.5
㎝）の紙使用。色彩自由

○応募方法　作品の下端に、利用し
た統計資料や観察記録を記載した
Ａ４判程度の用紙を、また、裏面
に学校で配布する応募票をのり付
けし、２学期の始めに各学校へ提
出

○賞　品　入賞者には賞状・副賞を
進呈。応募者全員に記念品を進呈

○その他　優秀な作品は、県統計グ
ラフコンクールへ出品。また、入
賞作品は本紙11月15日号に掲載す
るとともに、11月21日（月）から
12月１日（木）まで市役所１階市
民ホールに展示予定

担当 政策課
�046（252）8379 �046（255）3550

毎年恒例の「市民ふるさとまつり」
を、11月６日（日）に開催します。
会場は今年も、座間中学校、かにが
沢公園、県立座間谷戸山公園東口広
場などです。
同まつり実行委員会では、次の通

り参加団体を募集します。多くの市
民の皆さんの力で祭りを盛り上げて
いきましょう。

○参加資格　市内の社会教育関係団
体・社会福祉関係団体

○参加内容　文化･芸能活動の発表､
模擬店・バザーの実施（営利目的
は不可）、パレードへの参加ほか
※多数の場合は抽選です。

○申込方法　市役所２階協働まちづ
くり課に備え付けの申込書に必要
事項を記入の上、８月１日（月）
～15日（月）に担当へ提出

担当市民ふるさとまつり実行委員会
事務局（協働まちづくり課内）
�046（252）7966 �046（255）3550

核兵器のない平和な世界を願い、
映画会を開催します。
○と　き　８月11日（木）①午後１
時30分～３時10分②午後６時～７
時40分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　宮沢りえ主演映画「父と
暮せば」

○定　員　各回300人（先着順）
○入　場　無料
○保　育　あり（２歳以上が対象で、
おやつ代100円。８月５日（金）
までに電話で担当へ申し込み）

担当 市民人権課
�046（252）8087 �046（255）3550

取り壊した家屋には、翌年度から
固定資産税と都市計画税が課税され
ません。滅失登記や市への届け出を
していない方は、早めに担当にご連
絡ください。
担当 固定資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

計量法に基づき、商取引や証明に
使用する計量器の検査を実施しま
す。適正な取り引きのために、「は
かり」を使用する商工業者は、必ず
受検してください。学校・保育園・
病院などの体重計も検査の対象とな
ります。なお、今回から、今までの
持ち込み検査から訪問検査に変わり
ましたのでご注意ください。
○検査期間　11月２日（水）まで
○申込方法　以前に検査を受けたこ
とがない方は、電話で担当へ。

※前回検査を受けた「はかり」の使
用者には通知を送っているため、申
し込みは不要です。
担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

｢社会を明るくする運動｣は、犯罪
を防止することと犯罪者の更生に理
解を深めることによって、犯罪のな
い明るい社会を築くことが目的です。
今年は「地域活動の推進による少

年非行の防止と更生の援助」が重点
目標です。少年非行を地域社会全体
の問題としてとらえ、家庭・学校・
関係機関が協力して、この問題に取
り組みます。犯罪や非行のない明る
い社会を築くために、皆さんの協力

をお願いします。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

１月１日～６月30日
（物件事故を含まず）

○と　き　８月10日（水）午前９時
～午後４時（小雨決行）

○集　合　午前８時50分までに市役
所玄関前

○内　容　市内を流れる目久尻川の
最上流から相模川合流点（寒川町）
までの水質変化や水辺の植物を観
察する

○対　象　小学生以上の市内在住・
在勤者（小学３年生以下は保護者
同伴）

○定　員　25人（先着順）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具、弁当、水筒、
雨具など

○申込方法　７月15日（金）から電
話（ファクス不可）で担当へ

※移動には市のマイクロバスを使用
します。
担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

◆夏休みクラフトスクール
○と　き　８月６日（土）午前10時
～正午

○内　容　ペットボトルでかざぐる
ま作り

○対　象　市内在住の小学生（３年
生以下は保護者同伴）

○定　員　20人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物 空の500ミリリットルペ
ットボトル２本（ふた付き）、針
金ハンガー１本、はさみ

○申込方法　８月５日（金）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆こども夏まつり
○と　き　８月20日（土）午前10時
～午後３時

○内　容　お化け屋敷、おはなし会、
模擬店、体験コーナーほか

○対　象　どなたでも（幼児は保護
者同伴）

◆こども夏まつりのお化け屋敷を
手伝いませんか！
８月20日（土）開催の｢こども夏

まつり｣でのお化け屋敷の準備から
当日のお化け役まで、スタッフを募
集します。詳しくは同館へ。
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　８月９日（火）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆北文町中たんけん隊参加者募集
○と　き　①８月20日（土）②９月
10日（土）③17日（土）④10月１
日（土）⑤16日（日）⑥11月12日
（土）①～④⑥午前９時～正午⑤
午前９時～午後５時（全６回）

○ところ　市内外の公共施設など
○内　容　湧水

ゆうすい

探索、防災センター
見学、プレイパークで遊ぶほか

○対　象　小・中学生
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
※プレイパーク参加時1000円（保
険代・電車賃・銭湯代）

○申込方法　７月31日（日）までに
電話・ファクスで同センターへ

◆中学生からの浴衣着付け教室
○と　き　７月30日（土）、31日
（日）午前10時～正午（全２回）
○内　容　浴衣についての歴史を知
り、着付けとマナーを学ぶ
○対　象　中学生以上
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　浴衣、半幅帯、腰ひも３
～４本、洗濯バサミ小１個、浴用
タオル２本、筆記用具

○申込方法　７月24日（日）までに
電話・ファクスで同センターへ

◆あすなろ大学公開講座４
○と　き　７月22日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　あすなろ大学生による研
究発表「座間の水・世界の水事情」

○定　員　100人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ
◆夏休み卓球教室
○と　き　８月10日（水）午後１時
～４時

○内　容　ラケットの握り方、打ち
方、ゲームなど

○対　象　小学生～成人
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　ラケットがあれば持参
○申込方法　８月３日（水）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆サマーアイランド2005を
一緒に楽しみましょう！
いろいろなお手伝いがあります。

参加していただける方は、８月３日
（水）までに直接・電話・ファクス
で同センターへ申し込んでくださ
い。
【前日準備】
○と　き　８月27日（土）午後１時

30分～
○内　容　お化け迷路を作る（段ボ
ール運びや段ボールの敷き詰め）

○対　象　小学４年生～成人
【当日お手伝い】
○と　き　８月28日（日）午前９時
～午後５時

○内　容　模擬店、お化け迷路、立
体折り紙、ゲームコーナー、竹馬、
駐輪場係など

○対　象　小学４年生～成人

◆工場訪問隊「羽田空港整備工場」
○と　き　８月30日（火）午前８時
～午後３時（同センター集合・解
散）

○ところ　羽田空港ＪＡＬ整備工場
○内　容　航空機の概要説明、ビデ
オ鑑賞、格納庫・航空機整備の見
学

○対　象　小・中学生
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具、弁当、飲み物
○申込方法　往復はがき１枚に参加
者二人までの氏名、学年、住所、
電話番号を記入し、「工場訪問隊」
参加希望と明記の上、８月３日
（水）（当日消印有効）までに同セ
ンターへ

◆ゴルフにチャレンジ
○と　き　８月23日（火）、24日
（水）、26日（金）午前10時～正午
（全３回、雨天決行）
○ところ　座間ゴルフ練習場
○内　容　ゴルフの基礎やマナーを
学び、ショートコースでのプレイ
を楽しむ

○対　象　中学生～30歳
○定　員　20人（多数抽選）
○参加費　3200円（ボール代など）
○持ち物　ゴルフ用グローブ（当日
1000円で購入可）、襟のあるシャ
ツ（ポロシャツなど）、動きやす
い長ズボン、運動靴

○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、学年、住所、電話
番号を記入し、「ゴルフにチャレ
ンジ」参加希望と明記の上、８月
３日（水）（当日消印有効）まで
に同センターへ

◆16ミリ映写技術
フォローアップ講習会
○と　き　７月30日（土）午後１時
30分～４時

○ところ　図書館２階講座室
○対　象　16ミリ映写機操作技術認
定証所持者
○定　員　25人（先着順）
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同館へ

◆（仮）市立ざま生涯学習活動
サポートセンター非常勤職員
10月に市公民館内に開設予定の同

センター職員を募集します。
○募集人数　２人
○応募資格　パソコン（ワード、エ
クセル）操作ができ、生涯学習活
動に関心がある65歳以下の健康な
方

催     し�催     し�

○業務内容　生涯学習に関する相
談、団体育成指導、事務など

○採用期間　10月１日～平成18年３
月31日

○勤務日時　週３日午前９時～午後
５時（交代で土曜・日曜日勤務）

○賃　金　市規則による
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、８月
１日（月）までに本人が担当に持参

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○中退共制度をご利用ください
中小企業退職金共済制度は、退職

金制度を持つことが困難な中小企業
が、大企業並みの退職金を支払うこ
とができるようにするための、法律
で定められた社外積み立て型退職金
制度です▽対象＝資本金３億円以下
または従業員300人以下の中小企業
事業主▽連絡先＝中小企業退職金共
済事業本部�03（3436）0151
○森のおはなし会
▽とき＝７月28日（木）午前10時～
10時45分▽ところ＝県立座間谷戸山
公園森の学校▽集合場所＝図書館▽
内容＝おはなしとペープサートなど
▽対象＝どなたでも▽参加費＝無料
▽参加方法＝直接集合場所へ▽連絡
先＝座間おはなし会�046（255）7402
（K田）
○中心荘ビアガーデン
▽とき＝８月６日（土）午後６時～
９時（雨天中止）▽ところ＝中心荘
第１・２老人ホーム▽内容＝厚木の
花火大会を見ながら東柏太鼓・ハワ
イアン演奏、ダンス、模擬店を楽し
む▽対象＝どなたでも▽参加費＝無
料（模擬店のみ有料）▽参加方法＝
直接会場へ▽連絡先＝同ホーム�
046（231）7152（山田）
○市民音楽祭出演の合唱団員募集
11月23日（水）にハーモニーホー

ル座間大ホールにおいて開催される
座間市民音楽祭「演奏の部」で歌う
合唱団員を募集します▽募集人数＝
女声合唱団員50人▽練習日程＝８月
27日（土）午後１時～４時。９月以
降は毎月３回土曜日午後を予定▽練
習場所＝北地区文化センターほか▽
参加費＝2000円▽申込方法＝電話で
�046（251）1128（山岸）へ
○健康講座　太極拳
▽とき＝７月30日（土）午後２時～
▽ところ＝ひばりが丘コミュニティ
センター▽対象＝どなたでも▽定
員＝30人（先着順）▽参加費＝無料
▽持ち物＝室内用運動靴（動きやす
い服装で）▽申込方法＝電話で同セ
ンター�046（257）7698へ
○ドラム缶でピザを焼こう
▽とき＝７月24日（日）午前10時～
正午▽ところ＝青少年センター▽内
容＝ドラム缶で手作りピザを焼く▽
定員＝30人（先着順）▽参加費＝ピ
ザ１枚につき500円▽申込方法＝電
話・ファクスで��046（253）4722
（佐藤）へ
○夏休み　大人と子どもの
ふれあい企画
▽とき＝７月28日（木）午前10時～
午後０時30分▽ところ＝市民健康セ
ンター栄養指導室▽内容＝食べ物パ
ワーで元気に！～昼の簡単献立、夏
野菜たっぷりめんとデザート▽対

▽対象＝どなたでも（初心者歓迎）
▽連絡先＝�046（254）2034（若月）
○文芸サークルつづれ草
▽内容＝文章の作り方を学び合評す
る。機関誌を発行する▽とき＝毎月
第４金曜日午後１時30分～３時30分
▽ところ＝図書館▽会費＝３カ月
4000円▽連絡先＝�046（251）0707
（水谷）
○ヌンマー・ツェーン・コール
▽内容＝混声合唱▽とき＝毎月３回
土曜日午後▽ところ＝海老名市立青
少年会館▽対象＝どなたでも（男
声・アルト歓迎）▽会費＝月額3000
円▽連絡先＝�046（252）0820（須藤）
○オカリナ・ピーポの会
▽内容＝オカリナ演奏を楽しみ、高
齢者施設などを訪問する▽とき＝原
則毎月第１・３金曜日午前10時～午
後１時、毎月第２・４木曜日午後１
時～４時（施設訪問は随時）▽とこ
ろ＝サニープレイス座間▽会費＝月
額100円▽連絡先＝�046（253）6397
（藤井）
○コラール・アミ
▽内容＝合唱の練習▽とき＝毎月４
回木曜日午前10時～正午▽ところ＝
相模が丘コミュニティセンターほか
▽連絡先＝�046（251）3983（水野）
○矢車草の会
▽内容＝施設を訪問し、車いすレク
ダンスやフォークダンスなどをボラ
ンティアで開催する▽とき＝練習月
１回、施設訪問月１回▽ところ＝サ
ニープレイス座間▽対象＝どなたで
も（初心者歓迎）▽会費＝年額2000
円▽連絡先＝�046（256）2530（宮澤）
○きつつき版画倶楽部
▽内容＝木版画制作技術の習得と制
作▽とき＝毎月第１・３火曜日午前
10時～正午▽ところ＝東地区文化セ
ンター▽対象＝どなたでも（初心者
歓迎）▽会費＝月額2000円▽連絡
先＝�042（745）2482（鈴木）
○ＡＢＣサークル
▽内容＝アメリカ人講師による英会
話の学習▽とき＝毎月３回水曜日午
前10時～正午▽ところ＝東地区文化
センター▽対象＝どなたでも（初心
者歓迎）▽会費＝月額2000円（入会
金1000円）▽連絡先＝�080（3152）
0230（阿部）

◇障害者スポーツ教室へ
▽フライングディスク一式、卓球ラ
ケット12本＝ひばり会
◇交通対策基金へ
▽20万円＝�厚木自動車学校
◇交通安全対策協議会へ
▽交通安全映画フィルム１本＝�厚
木自動車学校

案     内�案     内�

象＝小学生以上の親子（祖父母可）
▽定員＝10組（先着順）▽参加費＝
一組500円（保険代含む）▽持ち
物＝エプロン、三角きん、ふきん２
枚▽申込方法＝７月25日（月）まで
に、電話で「むかし子どもだった大
人の会」�046（251）6427（金子）へ
○身体障害者総合福祉施設アガペセ
ンター小松原フリーマーケット
▽とき＝７月23日（土）午前10時～
午後１時（雨天中止）▽ところ＝ア
ガペセンター駐車場▽内容＝日用
品・雑貨・衣類などの販売（食べ物
不可）。エコ肥料の無料配布▽出店
料＝１区画1000円（１台分の駐車ス
ペース込み。要事前登録）▽来場方
法＝できるだけ公共交通機関で▽連
絡先＝アガペセンターフリーマーケ
ット事務局�046（254）7111（鈴木）
○高齢者住まい探しサポーター募集
▽内容＝高齢者の住まい探しに付き
添い、住まい探しの手伝いや福祉サ
ービス案内、地域サークル紹介など
をする。不動産知識は必要ありませ
ん▽申込方法＝電話・ファクスで、
�かながわ住まい・まちづくり協会
�045（664）6896 �045（664）9359
（電話は午前９時～午後４時）へ
○心の輪を広げる体験作文・
障害者週間のポスター募集
障害者に対する県民の理解を促進

するため、作文とポスターを募集し
ます▽内容＝①障害のある人とない
人との心のふれあい体験作文②障害
者週間啓発ポスター▽対象＝①県内
在住の小学生以上②県内在住の小･
中学生▽応募締切＝９月９日（金）
（必着）※応募方法など詳しくは県
障害福祉課�045（210）4713へ
○障害者総合相談窓口のご利用を
障害者と家族からのさまざまな相

談を受け付けています。気軽にご利
用ください▽身体・知的・精神障害
者相談窓口＝(福)県央福祉会サポー
トセンター花音�046（233）9505▽身
体障害者相談窓口＝(福)日本キリス
ト教奉仕団アガペ地域生活支援相談
センター�046（254）7216
○交通事故に遭ったときの相談
横浜自動車保険請求相談センター

では、自動車損害賠償責任保険なら
びに任意自動車保険の請求方法など
について、専門の相談員・弁護士が
無料で相談に応じています。気軽に
ご利用ください▽とき＝月曜～金曜
日午前９時～正午、午後１時～５時
（祝日を除く）※弁護士相談日はお
問い合わせください（予約制・要面
談）▽連絡先＝同センター�045
（323）6211

○アネモネ
▽内容＝社交ダンス▽とき＝毎月３
回火曜日の夜▽ところ＝相武台コミ
ュニティセンター▽会費＝月額3000
円（入会金1000円）▽連絡先＝�
046（253）7736（大矢）
○吟舞道　玄秀会
【詩吟】▽とき＝毎月３回土曜日午
後２時～５時、毎月２回水曜日午後
７時～９時▽ところ＝市内コミュニ
ティセンターほか▽対象＝どなたで
も（初心者歓迎）▽連絡先＝�046
（253）6182（宮原）【剣詩舞】▽と
き＝毎月３回火曜日午後３時～５時
30分、午後７時～９時30分▽とこ
ろ＝市内コミュニティセンターほか
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日米親善盆踊り大会の共催を中止
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統計グラフコンクール作品募集

市民ふるさとまつり参加団体募集

被爆60年 市民映画会

家屋を取り壊したときは連絡を

計量器（はかり）の定期検査

７月は社明運動強化月間です

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数

夏休み環境教室
目久尻川の水辺観察

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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武
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琉
る

ちゃん
H16.12. 8 生まれ　男
相武台 2 丁目
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お
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桐
ぎり

真菜
ま な

ちゃん
H16.10.30生まれ　女
さがみ野 1 丁目

林
はやし

宙
ひろ

樹
き

ちゃん
H16.11.13生まれ　男
南栗原 4 丁目

金
かな

井
い

みどりちゃん
H16. 5 . 7 生まれ　女
相模が丘 5 丁目

松川
まつかわ

雄
ゆう

紀
き

ちゃん
H17. 1 .18生まれ　男
相武台 2 丁目

中村
なかむら

海
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斗
と

ちゃん
H16. 8 . 9 生まれ　男
南栗原 1 丁目

梶
かじ

雷禅
らいぜん

ちゃん
H16. 7 .11生まれ　男
相武台 2 丁目

宮内
みやうち

貴大
たかひろ

ちゃん
H16. 7 .20生まれ　男
南栗原 3 丁目

住民基本台帳の一部の写しの閲覧制度に伴う手数料条例を、下表
のとおり改正しました。この改正は、個人情報に対する意識の高ま
りや個人情報保護法の施行を受け、ダイレクトメール送付などの営
利目的での大量閲覧を抑止するために実施するものです。
これまでも住民基本台帳の閲覧者には、身分証明書の提示による

本人確認の実施や、閲覧先にダイレクトメールなどの書類を送る場
合、その送付物の提出を求めるといった対策を講じてきました。今
回の改正では、大量閲覧を抑止する方法として段階的な手数料額を
設定したほか、一業者につき毎月２回まで可能だった閲覧回数を月
１回に制限をすることや、業者・法人の閲覧の際には、会社概要・
法人登記簿などの提出を求めることにしました。市では今後も個人
情報を守るための取り組みを進めていきますので、皆さんの理解と
協力をお願いします。

担当 戸籍住民課　�046（252）8083 �046（255）3550

住民基本台帳の一部の写しの閲覧制度に伴う手数料�
改　正　前� 改　正　後�

１世帯につき300円�
一人を１件とし　　１件～100件　１件につき300円�

一人を１件とし　101件～200件　１件につき400円�

一人を１件とし　201件～ 　１件につき500円�

このたび、企業による市内への新規投資に対する助成制度を開始しました。
この制度は、市内で新たに設備投資や工業用地を取得する企業に対し、固定資
産税の減額や雇用助成金の交付などの支援を実施するもので、市内への企業の
資本投下を活発化させ、工業の振興と産業の活性化を図ることを目的とします。
このことにより市内企業転出の抑制や市外企業の誘致のほか、雇用機会の拡大
などの効果が期待されます。
なお、この支援制度は平成22年度までの時限措置となります。

○対　象　製造業、情報通信業、自然科学研究所のいずれかの業種で、市内の
工業専用地域または工業地域、市街化調整区域で開発行為の許可地域におい
て３億円（中小企業は5000万円）以上の投資をする企業

○支援内容　
①固定資産税、都市計画税の不均一課税（新規投資部分に限る）

事業開始の翌年から５年間の税率を２分の１にする
②雇用報奨金（限度額600万円）

新規に市内居住者を１年間以上雇用した場合、６人目（中小企業は３人
目）から一人につき20万円を助成する。なお、障害者を雇用した場合は一
人につき30万円
③環境保全施設整備費助成金（限度額157万5000円、開発行為の範囲内を除
く新規投資部分に限る）
雨水浸透施設の設置や緩衝地帯への植栽に対し助成する。

担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

去る７月４日、秋田県の大仙市と「災害時における相互応援協定」を締結し
ました。この協定は、大地震などの災害によっていずれかの市が被災した際、
被災した市に対してもう一方の市が食料などの物資援助や職員の派遣などの応
援活動を実施することを取り決めたものです。
なお、この協定は、これまで秋田県仙北郡中仙町との間で結んでいましたが、

同町を含め大曲市など８市町村が合併して大仙市が発足したことに伴い、あら
ためて結び直したものです。
担当 安全対策課　�046（252）7395 �046（252）7773

７月24日（日）午前７
時から８時まで、野菜や
花き、市が認定する特産
品などを販売するざま市
民朝市を、市役所ふれあ
い広場（市役所とハーモ
ニーホール座間の間）で
開催します。この朝市は、
地元で採れた新鮮野菜な
どを、もっと地元の皆さ
んに味わってもらおうと
いう「地産地消」を推進するために開催するもので、今回で２回目
となります。当日は、省資源・環境保全の観点から、買い物袋を持
参の上、ご来場ください。
なお、この朝市は毎月第４日曜日に開催しています。去る６月26

日に開催した第１回ざま市民朝市では、約1500人の市民の皆さんに
ご来場いただきました。ありがとうございました。
担当 農政課　�046（252）7601 �046（255）3550

自治会などで自主的に地域の美化・清掃活動を実施する際は、事
前に担当まで連絡をお願いします。連絡がないまま美化・清掃活動
で集まった多量のごみを地域の「ごみ集積所」に出してしまうと、
通常の収集作業に支障が生じてしまいます。連絡をいただければ、
通常の収集とは別に、それらのごみだけを収集に伺いますので、協
力をお願いします。
担当 清掃課　�046（252）7659 �046（252）7641

住民基本台帳の一部の写しの�
閲覧制度の手数料条例を改正�

●●● 進めます！個人情報保護 ●●● 

企業の市内への投資を支援します！�企業の市内への投資を支援します！�

大仙市と�

を締結�
災害時における相互応援協定�災害時における相互応援協定�災害時における相互応援協定�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

地域で美化・清掃活動をする際は連絡を 
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